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■
重
要
事
業
要
望
に
関
す
る
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町
で
は
「
新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
」
を
組
織
し
、
早
期
の

整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
要
望
に
よ
り
、
昨
年
度
ま

で
に
、
地
質
調
査
、
路
線
測
量
、

道
路
詳
細
設
計
、
橋
梁
詳
細
設
計
、

用
地
調
査
、
用
地
補
償
等
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
に
と
っ
て
喫
緊

の
重
要
課
題
で
あ
る
荒
砥
橋
整
備

の
事
業
推
進
に
つ
い
て
を
、
重
要

事
業
と
し
て
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路

と
し
て
の
機
能
を
阻
害
し
て
い
る

菖
蒲
地
内
・
下
山
地
内
の
区
間
改

修
の
早
期
着
工
に
向
け
て
、
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

▲老朽化も進み、早期の整備が望まれる荒砥橋

▲昨年７月の峰岸地区の土砂崩落

　

長
井
南
バ
イ
パ
ス
、
長
井
市
泉

地
内
を
起
点
と
し
て
、
長
井
市
の

西
部
地
区
を
通
り
白
鷹
町
鮎
貝
地

区
に
至
る
区
間
は
、
白
鷹
町
の
西

部
か
ら
公
立
置
賜
総
合
病
院
ま
で

の
最
短
ル
ー
ト
で
す
。
救
急
救
命

時
へ
の
対
応
や
置
賜
生
活
圏
30
分

構
想
と
連
携
す
る
た
め
の
重
要
な

路
線
で
す
。
路
線
の
調
査
な
ど
の

早
期
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 　

昨
年
７
月
の
豪
雨
で
の
山
間
地

の
土
砂
崩
壊
等
に
よ
り
、
河
川
に

土
砂
が
堆
積
し
河
床
が
上
昇
、
浸

水
被
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
下
流
部
で
は
農
地
の
取
排

水
が
困
難
に
な
り
営
農
に
も
影
響

が
及
ん
で
い
ま
す
。
荒
廃
状
況
の

調
査
と
危
険
個
所
の
再
点
検
を
実

施
し
、
砂
防
ダ
ム
の
整
備
や
法
面

保
護
な
ど
の
恒
久
的
、
抜
本
的
な

土
砂
災
害
対
策
と
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
に
よ
る

河
川
機
能
の
回
復
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

峰
岸
地
区
は
荒
砥
駅
前
八
乙
女

八
幡
神
社
北
部
に
位
置
し
、
昨
年

７
月
豪
雨
の
際
に
も
小
規
模
な
土

砂
崩
落
が
発
生
し
た
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
で
す
。
周
辺
に
は
民

家
や
公
民
館
、
駅
な
ど
が
あ
り
社

会
的
影
響
が
大
き
い
個
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
土
砂
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
事
業

の
早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

重
要
事
業
要
望
活
動
始
ま
る

　

こ
れ
ら
の
町
重
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
等
の
行
政
機
関
を

は
じ
め
、
地
元
選
出
議
員
等
に
対

し
内
容
を
説
明
し
、
事
業
推
進
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
に
は
、
町
議
会
の
青

木
議
長
、
遠
藤
副
議
長
同
席
の
中

で
、
佐
藤
町
長
よ
り
小
池
克
敏
県

議
（
西
置
賜
郡
選
挙
区
）
に
対
し

て
町
重
要
事
業
要
望
書
を
手
渡
し

事
業
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
特
に
県
関
連
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

▲昨年７月の豪雨により土砂が堆積した大石沢

　

町
の
重
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
２
８
７
号
の
菖
蒲
地
内
・
下
山

地
内
は
幅
員
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ

▲急カーブがある国道２８７号菖蒲地内

小池克敏県議（写真左）に要望書を手渡す佐藤町長

　
　




